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 筆者ら（第二著者・第三著者・その他の指導者）は、上記のような考えの下、平成 27 年より












※実施時間（5 歳児：45 分、4 歳児：45 分、3 歳児～0 歳児：30 分～15 分 
※必ず行うのは①④⑥⑧⑨（その他は状況を考慮して行う）  



















































































































求めた。調査時期は、平成 28 年 12 月であり、平成 28 年 4 月からこの時期までに、各保育者は
担当クラスにおける「音で遊ぼう」を 25 回程度実施していることになる。 
 
【調査結果】 
 両附属園から計 21 名分のデータを得た（A 園：14 名・B 園：7 名）（ここでは、便宜上、A 園・
B 園という記述をする）。各園の各項目の平均値と標準偏差を算出した（図 1）。 
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付記 
本論文の一部は、日本保育学会第 70 回大会（中武・後藤・小澤, 2017）にて発表をされている。 
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